


は　じ　め　に

　令和５年４月１日、「こども家庭庁」が発足しました。国の財政が厳しい中、新しい省
庁が創設されたのはそれだけ子ども達を取り巻く厳しい現実があるからでしょう。虐待、
いじめ、自殺は過去最多を更新しています。ユニセフ（国連児童基金）が 38 の先進国を
比較したリポートによれば、日本の子ども達の精神的幸福度は、下から２番目の 37 位だっ
たそうです。
　新たな子どもの施策の推進に期待が高まる中、奇しくも、尚絅大学では、「こども教育
学部」が開設されました。短期大学部幼児教育学科が、約 50 年間にわたり、保育者養成
を担ってきましたが、特別な支援を必要とする子どもへの対応など、保育現場からの新
たなニーズに応えていくためです。今後は、こども教育学部と幼児教育学科の二本柱で、
熊本の子ども達のよりよい育ちを保障するような保育が展開されるよう役割を果たして
参りたいと思っております。
　さて、今年も８月に、第 22 回公開シンポジウムを開催することができました。静岡大
学副学長、静岡大学教育学部教授の鎌塚先生から「一人ひとりの発達に寄り添った支援
―発達の連続性を踏まえた保育・幼児教育のあり方とは―」をテーマに講演いただきま
した。幼児期からの支援の大切さ、困っている本人を取り巻く集団をどう育てていくのか、
小学校に育ちを繋ぐことについて深く考えることができました。インクルーシブ保育は
関心の高いテーマでしたので、多くの先生方が熱心に参加してくださいました。新たな
気づきを得られたのではないでしょうか。参加が難しかった先生方は、本稿に、開催報
告を収録しておりますので、ぜひ一読いただければと思います。また、定例で開催して
いる乳幼児保育研究会も、オンライン併用で、継続しております。おかげさまで、毎回、
貴重な実践報告を下に、多くの先生方と学び合っております。乳幼児保育研究会の報告（令
和４年度）についても本稿に掲載しております。
　このたび、『児やらい』は、第 20 巻を発刊することになりました。本学こども教育学
部及び幼児教育学科の教員を中心に執筆し、多様なテーマの論文が収録されております。
多くの皆様にお読みいただき、ご意見やご指導をいただければと思います。
　今後も、尚絅子育て研究センターは、保育・教育・子育ての現場の皆様と学び合うこ
とを大切にし、「こどもまんなか」の社会の実現に向けて貢献して参りたいと思います。

　令和５年 10 月２日
尚絅子育て研究センター長

片　桐　真　弓
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